
　
10
月
12
日
夜
に
関
東
地
方
を
襲
っ

た
台
風
19
号
は
、
と
く
に
房
総
半
島

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
た
ち
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

江
東
区
で
は
倒
木
18
本
、
停
電

２
３
０
０
軒
（
短
時
間
で
回
復
）
と

い
う
被
害
だ
っ
た
。
ま
た
、
小
中
学

校
の
避
難
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
約
６
９
０
０
人
の
方
が
避
難
し

た
。

　
洪
水
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ

た
台
風
で
、
避
難
所
が
1
階
で
い
い

の
か
。
ま
た
避
難
所
で
の
外
国
人
へ
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9
月
19
日
、東
電
福
島
原
発
事
故
当
時

の
3
人
の
東
京
電
力
の
役
員
が
被
告
と

な
っ
た
刑
事
裁
判
で
、東
京
地
裁
は
無
罪

と
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。社
内
の
土

木
グ
ル
ー
プ
は
津
波
対
策
が
必
要
だ
と

い
う
報
告
を
出
し
て
い
た
が
、膨
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、津
波
対
策
工
事
を

始
め
る
と
地
元
自
治
体
か
ら
原
発
の
停

止
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
恐
れ
て
、

3
人
は
津
波
対
策
の
提
言
を
握
り
つ
ぶ

し
た
の
だ
っ
た
。津
波
対
策
を
検
討
し
た

部
下
は「（
無
視
さ
れ
て
）膝
の
力
が
抜
け

て
そ
の
後
の
記
憶
が
な
い
」と
い
う
証
言

を
裁
判
で
し
て
い
る
。そ
の
結
果
16
万
人

の
避
難
者
と
１
３
０
０
人
を
超
え
る
関

連
死
、そ
し
て
何
万
年
も
続
く
国
土
の
汚

染
と
い
う
未
曽
有
の
被
害
を
招
い
た
。

　
原
発
政
策
推
進
を
前
提
と
し
、被
告
た

ち
に
都
合
の
い
い
証
拠
だ
け
を
取
り
上

げ
た
無
罪
判
決
は
と
て
も
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。司
法
に
対
す
る
信

頼
を
大
き
く
損
な
う
内
容
だ
っ
た
。

　
一
方
、同
じ
9
月
、関
西
電
力
の
役
員

た
ち
が
、福
井
県
高
浜
町
の
元
助
役
か
ら

桁
外
れ
の
金
品
を
受
領
し
て
い
た
こ
と

が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。わ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
3
億
２
０
０
０
万
円

に
の
ぼ
る
。関
西
電
力
そ
の
も
の
が
原
発

立
地
地
域
に
金
を
ば
ら
ま
き
、危
険
な
原

発
を
受
け
入
れ
さ
せ
て
き
た
。原
発
立
地

自
治
体
は
財
源
の
半
分
が
原
発
関
連
、と

い
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
3
・

11
以
降
原
発
事
業
は
撤
退
方
向
に
あ
り
、

そ
れ
に
危
機
感
を
も
っ
た
元
助
役
は
逆

に
関
電
役
員
に
金
品
を
配
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
現
金
、小
判
、高
額
な
背
広

仕
立
券
な
ど
、驚
く
ば
か
り
だ
。
そ
れ
で

元
助
役
の
関
連
会
社
が
関
電
の
工
事
を

受
注
す
る
と
い
う
、関
電
と
自
治
体
双
方

が
ど
っ
ぷ
り
と
金
に
ま
み
れ
た
原
発
事

業
の
姿
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

　
福
島
原
発
事
故
は
原
発
の
技
術
的
な

信
頼
性
を
失
わ
せ
、関
電
の
高
額
金
品
授

受
は
人
や
組
織
の
あ
り
方
に
対
す
る
信

頼
性
を
崩
壊
さ
せ
た
。明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
だ
け
で
、
他
の
電
力
会
社
も
同

じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
の
政
治
の
土
台
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
原
発
問
題
に
端
的
に

表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。こ
こ
で
一
旦

原
発
を
や
め
て
こ
れ
ま
で
の
原
発
政
策

を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。�

（
中
村
ま
さ
子
）

金
ま
み
れ
の
原
発
推
進
政
策

 
 

 
 

 
 

東
電
と
関
電

冬
の
区
政
報
告
会

２
０
１
９
年
12
月
８
日（
日
）

会
場
：
東
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー
第
一
会
議
室

区
政
報
告
会
（
午
後
１
時
か
ら
）

無
料

望
年
会
（
午
後
２
時
か
ら
）

１
５
０
０
円

の
多
言
語
対
応
も
必
要
だ
。
今
回
は

幸
運
に
も
洪
水
に
至
ら
な
か
っ
た

が
、
今
後
の
台
風
防
災
の
課
題
が
見

え
た
19
号
だ
っ
た
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
台
風
や
大
雨

で
、
大
島
9
丁
目
の
都
立
わ
ん
さ
か

広
場
入
口
の
歩
道
上
に
六
価
ク
ロ

ム
の
汚
染
水
が
染
み
出
し
て
き
て

い
る
。
少
量
で
あ
れ
ば
公
園
管
理

事
務
所
が
洗
い
流
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
大
量
の
雨
が
し
み
込

む
と
処
理
が
追
い
付
か
な
い
。
パ
ッ

ク
テ
ス
ト
に
よ
る
大
ま
か
な
測
定

だ
が
環
境
基
準
の
40
倍
以
上
の
汚

染
水
。

　

そ
の
場
所
は
多
く
の
人
が
通
行

す
る
。
東
京
都
は
「
飲
ま
な
い
限

り
問
題
は
な
い
」
と
言
う
が
、
少

な
く
と
も
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イラスト /yukiko A

　

さ
て
、前
回
は
「
成
年
後
見
制
度
」

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
認
知
症
に
な

っ
た
人
に
代
わ
っ
て
、「
成
年
後
見
人
」

が
そ
の
人
の
権
利
や
財
産
を
し
っ
か

り
守
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。
今
回

は
少
し
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
る
と
自
分
の
貯
金
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
銀
行
の
手

続
き
を
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
か
、

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、成
年
後
見
人
が
登
場
し
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
知
り
合
い
や
家
族
に

や
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
銀
行
は
、
正
常
な
判
断
が
で
き

な
い
と
い
う
理
由
で
認
知
症
の
人
と

は
取
引
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
本
人
以
外
の
人
が
お
金
の
こ
と

を
詮
索
す
れ
ば
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
と

疑
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
家
族
が
や
る

の
は
ぎ
り
ぎ
り
セ
ー
フ
で
す
が
、
定

期
預
金
の
解
約
ま
で
は
さ
す
が
に
難

色
を
示
す
と
思
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
人
で
あ
れ
ば
、法
律
上
、

認
知
症
の
人
の
正
式
な
代
理
人
で
す
。

財
産
管
理
の
権
限
が
あ
り
ま
す
。
本

人
に
代
わ
っ
て
お
金
を
お
ろ
す
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
お
金
は
あ
く
ま
で
認
知
症
の
人
、

本
人
の
た
め
に
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
相
続
人
の
た
め
に
認
知

症
の
人
の
財
産
を
残
す
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
、
司
法
制
度
な
の
で

す
。
利
用
す
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所

（
家
裁
）に
申
込
を
し
ま
す
。
家
裁
は
、

成
年
後
見
人
が
認
知
症
の
人
の
財
産

を
き
ち
ん
と
本
人
の
た
め
に
つ
か
っ

て
い
る
か
監
督
し
ま
す
。
さ
ら
に
成

年
後
見
人
に
対
し
て
１
年
に
１
回
、

財
産
状
況
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
成

年
後
見
人
に
は
、
認
知
症
の
人
の
①

財
産
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と�

②
身

の
回
り
に
配
慮
し
て
あ
げ
る
こ
と�

と

い
う
２
つ
の
義
務
が
家
裁
に
よ
っ
て

課
さ
れ
ま
す
。

　
「
家
庭
裁
判
所
が
関
わ
る
よ
う
な
面

倒
な
制
度
な
ん
て
ゴ
メ
ン
だ
わ
！
」

と
言
わ
ず
、
賢
く
利
用
し
て
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
り
た
い
で
す
。
次
回
は
さ

ら
に
詳
し
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

まにわ尚之の
ふくしトーク

連
載
第
２
回

成
年
後
見
制
度
と
は

そ
の
２

2019 年�中村まさ子の活動日誌（抄）

8月

8日 保育無償化セミナー
15日 沖縄の闘いと連帯する東京東部集会
19日 原発 1000万人署名会議
22日 東京清掃労組議員懇談会、沖縄集会実行委員会
23日 定例会
27日 区政勉強会
30日 こども・被災者支援法議連会議、省庁交渉

9月

2日 江東アクション会議
�6 日 議案勉強会
�7 日 緑の党グリーンジャパン駅頭街宣
�8 日 関東大震災９６周年　中国人受難者追悼式
�9 日 ひきこもり問題学習会
10日 東電刑事裁判判決を迎える報告会
12日 沖縄集会会議
13日 定例会
14日 枝川都民基金総会、講演会
16日 さようなら原発全国集会
17日 さようなら原発江東会議
19日（～ 10月 21日）第 3回区議会定例会
21日 ひとり親サポーター養成講座
22日 シンポ「女性から考える非正規公務員問題」
26日 東京清掃労組 70周年
27日 キルトクラブうさうさ、定例会
29日 宋神道さん写真展実行委員会
30日 こどもクリスマス会会議

10月

1日 区政勉強会
3日 対話市民会議
6日 学習会「ひきこもりの支援を考える」
9日 こども食堂連絡会
11日 布施祐仁さん講演会
13日 定例会
17日 沖縄集会駅頭情宣
18日 原発震災情報連絡センターシンポジウム、宋神道さん写真展実行委
19日 原発 1000万人署名
22日「描きたいが、止まらない」バリアフリー上映会
24日 こどもクリスマス会会議
25日 定例会
26日 羽田新ルート撤回を求めるパレード、枝川都民基金会議
28日 地方×国政策研究会
29日 戦争させない江東アクション会議

江
東
区
生
ま
れ
江
東
区
育
ち

（
北
砂
出
身
）
の
ま
に
わ
尚
之

で
す
。
障
が
い
者
施
設
に
勤
務

す
る
、
現
役
の
福
祉
職
員
で
あ

り
ま
す
。
い
ま
注
目
の
福
祉
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
！

台
風
19
号
の
教
訓

今
も
漏
れ
続
け
る

六
価
ク
ロ
ム

パックテストで環境
基準の 40 倍を超えた
（10月 26日）
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１
た
ば
こ
対
策
事
業

１
５
０
７
万
円

　

来
年
、
改
正
健
康
増
進
法
と

東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
法
が
完

全
施
行
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
、説
明
会
、

相
談
窓
口
な
ど
の
費
用
。
飲
食

店
な
ど
に
喫
煙
専
用
室
が
義
務

付
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
補
助
金

は
国
が
１
０
０
万
円
、
都
が
４

０
０
万
円
。
小
さ
な
飲
食
店
に

申
請
手
続
き
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
禁
煙
外
来
が
あ
る
医

療
機
関
は
区
内
に
57
か
所
あ
る

の
で
、
禁
煙
の
相
談
を
。

�

２
ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
事
業

６
２
４
万
円

　

小
学
4
～
6
年
生
を
追
加
、

訪
問
型
学
習
支
援
の
費
用
を
計

上
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
区

は
学
習
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

文
化
的
な
体
験
（
音
楽
、美
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）
が
不
足
し
て

い
る
こ
ど
も
へ
の
支
援
も
進
め

て
ほ
し
い
。

　

２
０
１
８
年
度
の
一
般
会
計

決
算
額
は
歳
入
が
１
９
４
２
億

円
、
歳
出
が
１
８
９
１
億
円
で

あ
っ
た
。

　

有
明
西
学
園
の
建
設
が
終
了

し
た
の
で
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
を
下
回
っ
た
。

　

歳
出
で
、
国
保
会
計
は
４
８

９
億
円
、
介
護
保
険
会
計
は
３

１
３
億
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

会
計
は
95
億
円
。
国
保
は
制
度

が
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
12
％

の
減
。

�

１
　
荒
川
砂
町
庭
球
場

中
村
）
六
価
ク
ロ
ム
汚
染
土
の

量
と
処
理
費
用
は
。

区
）汚
染
度
は
３
２
５
ト
ン
、

汚
染
水
は
50
ト
ン
。
処
理
費

用
は
合
わ
せ
て
２
３
０
０
万

円
。

中
村
）
六
価
ク
ロ
ム
の
排
出
元

で
あ
る
日
本
化
学
工
業
㈱
に
費

用
負
担
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

区
）
地
歴
が
国

有
地
、
そ
し
て

区
有
地
な
の
で

区
の
責
任
で
処

理
す
る
。

中
村
）
区
民
の
税

金
が
一
企
業
の
環

境
汚
染
の
し
り
ぬ

ぐ
い
に
使
わ
れ
な

い
よ
う
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

�

２
　
防
災
対
策

に
つ
い
て

中
村
）
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

「
人
種
差
別
や
虐

待
、
女
性
へ
の
特
段
の
配
慮
を

行
う
」
と
書
い
て
あ
る
。
具
体

的
に
は
。

区
）
避
難
所
は
地
域
の
災
害

協
力
隊
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

連
携
し
て
運
用
す
る
。
２
０

１
７
年
度
、
災
害
協
力
隊
の

リ
ー
ダ
ー
向
け
に
女
性
の
防

災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
招

い
て
「
女
性
視
点
の
避
難
所

運
営
」と
い
う
学
習
を
行
っ
た
。

中
村
）
運
営
責
任
者
に
女
性
を

い
れ
る
こ
と
、
炊
き
出
し
や
ご

み
処
理
な
ど
が
女
性
ば
か
り
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
導
入
な
ど
の
改
善
を
。

３
　
ご
近
所
ミ
ニ
デ
イ

中
村
）
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
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域
以
外
の
ご
近
所

ミ
ニ
デ
イ
も
利
用

で
き
る
か
。

区
）
自
分
の
地

域
の
長
寿
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み
を

す
れ
ば
全
ミ
ニ

デ
イ
が
利
用
可

能
。

中
村
）
ミ
ニ
デ
イ

を
週
2
回
開
催
し

た
い
団
体
が
あ
る

が
、
区
か
ら
の
2

回
分
の
補
助
金
支

給
は
可
能
か
。

区
）
原
則
週
1

回
の
補
助
金
と

し
て
い
る
。
今

後
の
研
究
課
題

と
す
る
。

中
村
）
ミ
ニ
デ
イ

へ
の
リ
ハ
ビ
リ
職

の
派
遣
の
状
況
は
。

区
）「
と
こ
と

ん
お
元
気
！
サ

ー
ク
ル
」
に
登

録
す
れ
ば
、
リ

ハ
ビ
リ
専
門
職

の
出
張
指
導
が

可
能
に
な
る
。

　

大
島
8
丁
目
33
番
地
の
国
有

地
、
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
の

隣
に
建
設
予
定
だ
っ
た
「
ベ
ネ

ッ
セ
東
大
島
保
育
園
」（
仮
称
）

の
建
設
が
中
止
に
な
っ
た
。

　

地
盤
調
査
の
結
果
、
敷
地
の

地
下
の
一
部
に
地
下
鉄
の
用
地

が
あ
り
、
不
同
沈
下
（
建
物
が

不
揃
い
に
沈
下
す
る
こ
と
）
の

恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
と
い
う
理

由
で
事
業
者
が
辞
退
し
た
も
の
。

区
は
今
後
地
盤

調
査
結
果
を
検
証

し
て
、
改
め
て
整

備
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
い
う
。

事
前
に
地
下
の

状
況
を
想
定
で
き

な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
地
域
か
ら

の
要
望
も
聞
い
て
い
た
の
で
残

念
な
結
果
だ
。

　◆主な議案・陳情請願への対応〈件名の括弧内は中村の意見〉

件名
自 民政ク 公明 あ維未 共産 他無所属 市民の声

（中村）見山 千葉 さんのへ
（議案 58 号）補正予算：不発弾処理費、保育無償化に伴う負担軽減の経費など ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（認定案 1 ～ 4 号）2018 年度決算：一般会計、国保会計、介護保険会計、後期高齢者医療会
計（過去最大の基金残高 1220 億円がありながら、福祉、教育予算が不足） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

（議案 65，66 号）豊洲西小改修工事契約（こどもの人口増で増築が必要に） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（議案 68 ～ 74 号）会計年度任用職員に関する条例（会計年度任用職員制度は公務員の身分
格差を固定する） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

（議案 59 号）保育所の指定管理：新規 2 園（民営化ありきに反対、運営会社に異議あり） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

（議案 62 号）図書館の指定管理者の指定（自治体の知の拠点として直営維持を） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ×

（議案 61 号）自転車駐車場の指定管理（2 社で 31 施設。継続して指定管理者に） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（議案 84号）公衆便所条例の一部改正（亀戸西公園内に公衆トイレを新設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（議案 64号）大島福祉会館の指定管理者の指定（高齢者の居場所として直営で続けるべき） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

中村まさ子の収支報告（2019 年 7 月～ 10 月）

７月 ８月 ９月 10 月

収入
議員報酬 610,000 610,000 610,000 610,000
費用弁償 3,000 0 15,000 18,000

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 35,820
住民税 55,500 55,500 55,500 55,500
国民健康保険料 80,000 80,000 80,000 80,000
共友会 2,000 2,000 2,000 2,000
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 300,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000 60,000
活動積立金 30,000 30,000 30,000 30,000
共に歩む会へ 46,680 46,680 46,680 46,680

 

補
正
予
算
委
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会

★費用弁償は見直しを求めています。被災地や区外の社会貢献団体への寄付などに使います。

 

決
算
委
員
会

大
島
8
丁
目
の

保
育
園
計
画
中
止

保育園予定地

☆
ご
近
所
ミ
ニ
デ
イ
と
は

　

地
域
住
民
の
方
々
が
主
体

と
な
り
、
要
支
援
者
相
当
の

方
を
対
象
に
介
護
予
防
に
役

立
つ
活
動
を
行
う
も
の
。
介

護
保
険
制
度
の
地
域
総
合
事

業
の
ひ
と
つ
。

・
週
1
回
3
時
間　

・
軽
い
体
操
や
食
事
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

・
自
己
負
担
５
０
０
円
程
度

（
食
事
代
実
費
）

・
対
象
者
は
要
支
援
１
，
２

の
方
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
該
当
と
さ
れ
た
人
。

ス
ト
ッ
プ
気
候
危
機
！

自
治
体
議
員
に
よ
る
気
候
非
常

事
態
・
共
同
宣
言

��

２
０
１
６
年
、
世
界
中
で
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
気
候
変

動
に
対
し
て
「
パ
リ
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
。
産
業
革
命
前
か

ら
の
気
温
上
昇
を
１
・
５
度
未

満
に
抑
え
る
こ
と
が
目
標
だ

が
、
そ
の
後
も
世
界
の
Ｃ
Ｏ２

排

出
量
と
平
均
気
温
は
観
測
史
上

最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
ス
ェ

ー
デ
ン
の
高
校
生
グ
レ
タ
・
ト

ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
気
候
危
機

を
訴
え
る
活
動
が
広
が
っ
て
い

る
。
自
治
体
議
員
と
し
て
表
題

の
共
同
宣
言
の
呼
び
か
け
人
に

な
っ
た
。

＊
共
同
宣
言
＊

・
気
候
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
を
積
極
的
に
発
信
す
る

・
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
半
減
し
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む

・
所
属
す
る
自
治
体
や
日
本
政

府
に
対
し
て
、「
気
候
非
常

事
態
宣
言
」
と
実
効
的
な
対

策
と
行
動
計
画
の
立
案
と
実

施
を
求
め
る

・
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

含
む
諸
団
体
、
自
治
体
や
行

政
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
広
げ
る
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１
た
ば
こ
対
策
事
業

１
５
０
７
万
円

　

来
年
、
改
正
健
康
増
進
法
と

東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
法
が
完

全
施
行
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
、説
明
会
、

相
談
窓
口
な
ど
の
費
用
。
飲
食

店
な
ど
に
喫
煙
専
用
室
が
義
務

付
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
補
助
金

は
国
が
１
０
０
万
円
、
都
が
４

０
０
万
円
。
小
さ
な
飲
食
店
に

申
請
手
続
き
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
禁
煙
外
来
が
あ
る
医

療
機
関
は
区
内
に
57
か
所
あ
る

の
で
、
禁
煙
の
相
談
を
。

�

２
ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
事
業

６
２
４
万
円

　

小
学
4
～
6
年
生
を
追
加
、

訪
問
型
学
習
支
援
の
費
用
を
計

上
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
区

は
学
習
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

文
化
的
な
体
験
（
音
楽
、美
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）
が
不
足
し
て

い
る
こ
ど
も
へ
の
支
援
も
進
め

て
ほ
し
い
。

　

２
０
１
８
年
度
の
一
般
会
計

決
算
額
は
歳
入
が
１
９
４
２
億

円
、
歳
出
が
１
８
９
１
億
円
で

あ
っ
た
。

　

有
明
西
学
園
の
建
設
が
終
了

し
た
の
で
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
を
下
回
っ
た
。

　

歳
出
で
、
国
保
会
計
は
４
８

９
億
円
、
介
護
保
険
会
計
は
３

１
３
億
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

会
計
は
95
億
円
。
国
保
は
制
度

が
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
12
％

の
減
。

�

１
　
荒
川
砂
町
庭
球
場

中
村
）
六
価
ク
ロ
ム
汚
染
土
の

量
と
処
理
費
用
は
。

区
）汚
染
度
は
３
２
５
ト
ン
、

汚
染
水
は
50
ト
ン
。
処
理
費

用
は
合
わ
せ
て
２
３
０
０
万

円
。

中
村
）
六
価
ク
ロ
ム
の
排
出
元

で
あ
る
日
本
化
学
工
業
㈱
に
費

用
負
担
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

区
）
地
歴
が
国

有
地
、
そ
し
て

区
有
地
な
の
で

区
の
責
任
で
処

理
す
る
。

中
村
）
区
民
の
税

金
が
一
企
業
の
環

境
汚
染
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し
り
ぬ

ぐ
い
に
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わ
れ
な

い
よ
う
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

�
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防
災
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て
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避
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所
運
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マ
ニ
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ル
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人
種
差
別
や
虐

待
、
女
性
へ
の
特
段
の
配
慮
を

行
う
」
と
書
い
て
あ
る
。
具
体

的
に
は
。

区
）
避
難
所
は
地
域
の
災
害

協
力
隊
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

連
携
し
て
運
用
す
る
。
２
０

１
７
年
度
、
災
害
協
力
隊
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リ
ー
ダ
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向
け
に
女
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防

災
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ー
デ
ィ
ネ
ー
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を
招

い
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「
女
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点
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避
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運
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行
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中
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る
こ
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、
炊
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出
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や
ご

み
処
理
な
ど
が
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ば
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り
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
避
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所
に
段
ボ
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ル

ベ
ッ
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の
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の
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善
を
。
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保
険
制
度
の
地
域
総
合
事

業
の
ひ
と
つ
。

・
週
1
回
3
時
間　

・
軽
い
体
操
や
食
事
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

・
自
己
負
担
５
０
０
円
程
度

（
食
事
代
実
費
）

・
対
象
者
は
要
支
援
１
，
２

の
方
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
該
当
と
さ
れ
た
人
。

ス
ト
ッ
プ
気
候
危
機
！

自
治
体
議
員
に
よ
る
気
候
非
常

事
態
・
共
同
宣
言

��

２
０
１
６
年
、
世
界
中
で
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
気
候
変

動
に
対
し
て
「
パ
リ
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
。
産
業
革
命
前
か

ら
の
気
温
上
昇
を
１
・
５
度
未

満
に
抑
え
る
こ
と
が
目
標
だ

が
、
そ
の
後
も
世
界
の
Ｃ
Ｏ２

排

出
量
と
平
均
気
温
は
観
測
史
上

最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
ス
ェ

ー
デ
ン
の
高
校
生
グ
レ
タ
・
ト

ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
気
候
危
機

を
訴
え
る
活
動
が
広
が
っ
て
い

る
。
自
治
体
議
員
と
し
て
表
題

の
共
同
宣
言
の
呼
び
か
け
人
に

な
っ
た
。

＊
共
同
宣
言
＊

・
気
候
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
を
積
極
的
に
発
信
す
る

・
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
半
減
し
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む

・
所
属
す
る
自
治
体
や
日
本
政

府
に
対
し
て
、「
気
候
非
常

事
態
宣
言
」
と
実
効
的
な
対

策
と
行
動
計
画
の
立
案
と
実

施
を
求
め
る

・
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

含
む
諸
団
体
、
自
治
体
や
行

政
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
広
げ
る



　
10
月
12
日
夜
に
関
東
地
方
を
襲
っ

た
台
風
19
号
は
、
と
く
に
房
総
半
島

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
た
ち
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

江
東
区
で
は
倒
木
18
本
、
停
電

２
３
０
０
軒
（
短
時
間
で
回
復
）
と

い
う
被
害
だ
っ
た
。
ま
た
、
小
中
学

校
の
避
難
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
約
６
９
０
０
人
の
方
が
避
難
し

た
。

　
洪
水
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ

た
台
風
で
、
避
難
所
が
1
階
で
い
い

の
か
。
ま
た
避
難
所
で
の
外
国
人
へ

1　中村まさ子の区議会レポート　№ 94 　中村まさ子の区議会レポート　№ 94　4

市民の声・江東
六価クロムの安全な処理を！
江東区に公立の夜間中学を！

№ 94

中村まさ子の区議会レポート
2019 年 11 月 9 日発行

編集・発行　市民の声・江東　江東区大島 8-4-1　tel 03-3636-1031　fax 03-3636-1033　印刷：山猫印刷所　

e-mail:usausa@js5.so-net.ne.jp　HP:http://www.asahi-net.or.jp/~jv6m-nkmr　ブログ：http://ameblo.jp/marousa51/

　
9
月
19
日
、東
電
福
島
原
発
事
故
当
時

の
3
人
の
東
京
電
力
の
役
員
が
被
告
と

な
っ
た
刑
事
裁
判
で
、東
京
地
裁
は
無
罪

と
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。社
内
の
土

木
グ
ル
ー
プ
は
津
波
対
策
が
必
要
だ
と

い
う
報
告
を
出
し
て
い
た
が
、膨
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、津
波
対
策
工
事
を

始
め
る
と
地
元
自
治
体
か
ら
原
発
の
停

止
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
恐
れ
て
、

3
人
は
津
波
対
策
の
提
言
を
握
り
つ
ぶ

し
た
の
だ
っ
た
。津
波
対
策
を
検
討
し
た

部
下
は「（
無
視
さ
れ
て
）膝
の
力
が
抜
け

て
そ
の
後
の
記
憶
が
な
い
」と
い
う
証
言

を
裁
判
で
し
て
い
る
。そ
の
結
果
16
万
人

の
避
難
者
と
１
３
０
０
人
を
超
え
る
関

連
死
、そ
し
て
何
万
年
も
続
く
国
土
の
汚

染
と
い
う
未
曽
有
の
被
害
を
招
い
た
。

　
原
発
政
策
推
進
を
前
提
と
し
、被
告
た

ち
に
都
合
の
い
い
証
拠
だ
け
を
取
り
上

げ
た
無
罪
判
決
は
と
て
も
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。司
法
に
対
す
る
信

頼
を
大
き
く
損
な
う
内
容
だ
っ
た
。

　
一
方
、同
じ
9
月
、関
西
電
力
の
役
員

た
ち
が
、福
井
県
高
浜
町
の
元
助
役
か
ら

桁
外
れ
の
金
品
を
受
領
し
て
い
た
こ
と

が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。わ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
3
億
２
０
０
０
万
円

に
の
ぼ
る
。関
西
電
力
そ
の
も
の
が
原
発

立
地
地
域
に
金
を
ば
ら
ま
き
、危
険
な
原

発
を
受
け
入
れ
さ
せ
て
き
た
。原
発
立
地

自
治
体
は
財
源
の
半
分
が
原
発
関
連
、と

い
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
3
・

11
以
降
原
発
事
業
は
撤
退
方
向
に
あ
り
、

そ
れ
に
危
機
感
を
も
っ
た
元
助
役
は
逆

に
関
電
役
員
に
金
品
を
配
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
現
金
、小
判
、高
額
な
背
広

仕
立
券
な
ど
、驚
く
ば
か
り
だ
。
そ
れ
で

元
助
役
の
関
連
会
社
が
関
電
の
工
事
を

受
注
す
る
と
い
う
、関
電
と
自
治
体
双
方

が
ど
っ
ぷ
り
と
金
に
ま
み
れ
た
原
発
事

業
の
姿
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

　
福
島
原
発
事
故
は
原
発
の
技
術
的
な

信
頼
性
を
失
わ
せ
、関
電
の
高
額
金
品
授

受
は
人
や
組
織
の
あ
り
方
に
対
す
る
信

頼
性
を
崩
壊
さ
せ
た
。明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
だ
け
で
、
他
の
電
力
会
社
も
同

じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
の
政
治
の
土
台
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
原
発
問
題
に
端
的
に

表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。こ
こ
で
一
旦

原
発
を
や
め
て
こ
れ
ま
で
の
原
発
政
策

を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。�

（
中
村
ま
さ
子
）

金
ま
み
れ
の
原
発
推
進
政
策

 
 

 
 

 
 

東
電
と
関
電

冬
の
区
政
報
告
会

２
０
１
９
年
12
月
８
日（
日
）

会
場
：
東
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー
第
一
会
議
室

区
政
報
告
会
（
午
後
１
時
か
ら
）

無
料

望
年
会
（
午
後
２
時
か
ら
）

１
５
０
０
円

の
多
言
語
対
応
も
必
要
だ
。
今
回
は

幸
運
に
も
洪
水
に
至
ら
な
か
っ
た

が
、
今
後
の
台
風
防
災
の
課
題
が
見

え
た
19
号
だ
っ
た
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
台
風
や
大
雨

で
、
大
島
9
丁
目
の
都
立
わ
ん
さ
か

広
場
入
口
の
歩
道
上
に
六
価
ク
ロ

ム
の
汚
染
水
が
染
み
出
し
て
き
て

い
る
。
少
量
で
あ
れ
ば
公
園
管
理

事
務
所
が
洗
い
流
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
大
量
の
雨
が
し
み
込

む
と
処
理
が
追
い
付
か
な
い
。
パ
ッ

ク
テ
ス
ト
に
よ
る
大
ま
か
な
測
定

だ
が
環
境
基
準
の
40
倍
以
上
の
汚

染
水
。

　

そ
の
場
所
は
多
く
の
人
が
通
行

す
る
。
東
京
都
は
「
飲
ま
な
い
限

り
問
題
は
な
い
」
と
言
う
が
、
少

な
く
と
も
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イラスト /yukiko A

　

さ
て
、前
回
は
「
成
年
後
見
制
度
」

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
認
知
症
に
な

っ
た
人
に
代
わ
っ
て
、「
成
年
後
見
人
」

が
そ
の
人
の
権
利
や
財
産
を
し
っ
か

り
守
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。
今
回

は
少
し
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
る
と
自
分
の
貯
金
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
銀
行
の
手

続
き
を
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
か
、

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、成
年
後
見
人
が
登
場
し
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
知
り
合
い
や
家
族
に

や
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
銀
行
は
、
正
常
な
判
断
が
で
き

な
い
と
い
う
理
由
で
認
知
症
の
人
と

は
取
引
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
本
人
以
外
の
人
が
お
金
の
こ
と

を
詮
索
す
れ
ば
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
と

疑
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
家
族
が
や
る

の
は
ぎ
り
ぎ
り
セ
ー
フ
で
す
が
、
定

期
預
金
の
解
約
ま
で
は
さ
す
が
に
難

色
を
示
す
と
思
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
人
で
あ
れ
ば
、法
律
上
、

認
知
症
の
人
の
正
式
な
代
理
人
で
す
。

財
産
管
理
の
権
限
が
あ
り
ま
す
。
本

人
に
代
わ
っ
て
お
金
を
お
ろ
す
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
お
金
は
あ
く
ま
で
認
知
症
の
人
、

本
人
の
た
め
に
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
相
続
人
の
た
め
に
認
知

症
の
人
の
財
産
を
残
す
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
、
司
法
制
度
な
の
で

す
。
利
用
す
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所

（
家
裁
）に
申
込
を
し
ま
す
。
家
裁
は
、

成
年
後
見
人
が
認
知
症
の
人
の
財
産

を
き
ち
ん
と
本
人
の
た
め
に
つ
か
っ

て
い
る
か
監
督
し
ま
す
。
さ
ら
に
成

年
後
見
人
に
対
し
て
１
年
に
１
回
、

財
産
状
況
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
成

年
後
見
人
に
は
、
認
知
症
の
人
の
①

財
産
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と�

②
身

の
回
り
に
配
慮
し
て
あ
げ
る
こ
と�

と

い
う
２
つ
の
義
務
が
家
裁
に
よ
っ
て

課
さ
れ
ま
す
。

　
「
家
庭
裁
判
所
が
関
わ
る
よ
う
な
面

倒
な
制
度
な
ん
て
ゴ
メ
ン
だ
わ
！
」

と
言
わ
ず
、
賢
く
利
用
し
て
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
り
た
い
で
す
。
次
回
は
さ

ら
に
詳
し
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

まにわ尚之の
ふくしトーク

連
載
第
２
回

成
年
後
見
制
度
と
は

そ
の
２

2019 年�中村まさ子の活動日誌（抄）

8月

8日 保育無償化セミナー
15日 沖縄の闘いと連帯する東京東部集会
19日 原発 1000万人署名会議
22日 東京清掃労組議員懇談会、沖縄集会実行委員会
23日 定例会
27日 区政勉強会
30日 こども・被災者支援法議連会議、省庁交渉

9月

2日 江東アクション会議
�6 日 議案勉強会
�7 日 緑の党グリーンジャパン駅頭街宣
�8 日 関東大震災９６周年　中国人受難者追悼式
�9 日 ひきこもり問題学習会
10日 東電刑事裁判判決を迎える報告会
12日 沖縄集会会議
13日 定例会
14日 枝川都民基金総会、講演会
16日 さようなら原発全国集会
17日 さようなら原発江東会議
19日（～ 10月 21日）第 3回区議会定例会
21日 ひとり親サポーター養成講座
22日 シンポ「女性から考える非正規公務員問題」
26日 東京清掃労組 70周年
27日 キルトクラブうさうさ、定例会
29日 宋神道さん写真展実行委員会
30日 こどもクリスマス会会議

10月

1日 区政勉強会
3日 対話市民会議
6日 学習会「ひきこもりの支援を考える」
9日 こども食堂連絡会
11日 布施祐仁さん講演会
13日 定例会
17日 沖縄集会駅頭情宣
18日 原発震災情報連絡センターシンポジウム、宋神道さん写真展実行委
19日 原発 1000万人署名
22日「描きたいが、止まらない」バリアフリー上映会
24日 こどもクリスマス会会議
25日 定例会
26日 羽田新ルート撤回を求めるパレード、枝川都民基金会議
28日 地方×国政策研究会
29日 戦争させない江東アクション会議

江
東
区
生
ま
れ
江
東
区
育
ち

（
北
砂
出
身
）
の
ま
に
わ
尚
之

で
す
。
障
が
い
者
施
設
に
勤
務

す
る
、
現
役
の
福
祉
職
員
で
あ

り
ま
す
。
い
ま
注
目
の
福
祉
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
！

台
風
19
号
の
教
訓

今
も
漏
れ
続
け
る

六
価
ク
ロ
ム

パックテストで環境
基準の 40 倍を超えた
（10月 26日）


